
令和２年度 東北地方ダム管理フォローアップ委員会 
議 事 概 要 

 
開催日時：令和 3年 2月 19 日 

      開催場所：仙台合同庁舎 Ｂ棟 災害対策室 

 

 議題：定期報告（案）に関する共通事項 

【指摘事項等】 

▶流域の概要に記載の月別降水量及び月別流入量は、ダム流域の月別の流出高（mm）

と総流入量（mm）で整理し、降水量と流入量の関係を比較できるように今後整理して

欲しい。 

▶既存ダムの貯水容量の有効活用について、既往の洪水調節操作を検証しながら近年

の気候変動の状況も踏まえ、ダム上流域での流出抑制対策を流域治水等で検討して欲

しい。 

▶ダム湖の水質保全、特性外来種対策のため、水源地域ビジョンの推進体制を活用し

ながら、流域市町村や地域産業等と連携して水質負荷軽減、外来種の駆除対策へ取り

組んで欲しい。 

▶特定外来種（植物）が遷移は、拡大箇所の既存の群落との関係がわかるように、資

料を整理して欲しい。 

 

 議題：（１）四十四田ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項等】 

▶治水容量を有効に活用するため、ダム再生事業とともに、ダム下流河道の流下能力

向上を優先的に取り組んで欲しい。 

 

 議題：（２）湯田ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項等】 

▶ダム建設による地域社会への影響を把握できる様に人口動態等を整理するととも

に、埋もれた地域社会を後世に伝える取り組みも進めて欲しい。 

  ▶建設後の地域の重要な資産であるダム湖については、地域と一体となって活用・保全

に取り組んで欲しい。 

 

 議題：（３）長井ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項等】 

▶周辺観光施設観光客数とダム湖利用実態調査の推定年間利用者数の調査範囲や集計

方法等を明確にして欲しい。 

 

 議題：（４）摺上川ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項等】 

▶魚類相の評価において、中・下流域の止水環境を安定と評価しているが、魚類個体

数割合の変遷表は一般的な表現では無いので再整理して欲しい。                             

 

以 上 


